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学 会 記 事

第 1 1 回 新 潟 臨 床 電 気 生 理 研 究 会

日 時 平成6年3月11｢Iト金)

牛後6時-8時ltl分

会 場 新潟鷹娩ホテル

Ⅰ. 一 般 演 題

1)上 下 半視野刺激によるパ タ- ソ ERG とパ

長和ii茂･阿部 春樹
長谷部 日や三木 浄司 (新潟大学眼科)

パ タ-ソ視覚誘発電位 く以下,㍗-VEP)は主として

視野の中心部の反応であるとぎれている.奪回我櫓は中

心より5度以上周辺の傍率心部の異常の検出が p-VEP

をこより可能かどうか検討 した.さらに視神経疾患を対象

として網膜内層LT)反応 とさナ1るI＼?一一ン網膜7El:!L_聞

け仁F.IL1.:lくG仁l二静的視野中心部に頼 十ろ感度し早 )棉

関を検討 した.

サ 1'ズ IOOmi11LI')+ .･-,-J]--ボーIt/,＼'L-ンを二1ント

ラ て 卜9500､反転確度 :1seeと 12secにて l二下'rl半

視野刺激として呈示した.対象は視神経萎縮服lT眼で.こ唱(-I

matehing した正常16眼を:1ントr7--ノL上した.tL-fllJRC,

は視覚刺激は全視野刺激とし,対象は急性視神経疾患日

限,陳旧姓14眼である.p-ERG は 50msec付近の陽

性波を Pl,100sec付近に出現する陰性波を N2とし

た.

反転頻度 12Hzの下草視野刺激の p-VEPの振幅と

静的視野の3-14度の下草視野領域との間をこ統計的に有

意な相関を認めた.上翠視野との間をこぼ統計的に有意な

相関は認められなかった.p-ERG の Plと静的視野

との問には相関棟数O.O9p-0.32日 藷とノ工L･:相関品認AT)

と､)か左かつた.p-lIJRG･lJlに比べる上 l)1ミRC,しりN:～

と静的視野とL')Pr恥二は急性期でO.29-().32,陳旧性て

0.35･-0.Ji5としい )高し､相関を認めたが,統計的には存

意ではなかった.

今回の p-VEPの測定魚捧 げ ェッタサイズ100',

反転確度 12see)が従来困難上された視野角3-日度

の下草視野傍中心部の異常を p-VEPにより検出可能

であることがわかった.今後さらをこ網膜神経節細胞の受

容野を考慮したパタ-ソ刺激装置を開発 し p-ERG お

よび l)---＼･'tl:I)に応用し傍中心部し7)他′迂的視機能評価を

めざす予定である.

2)聴 力温存のための術中略奪神経 活動電位 モ

ニ タ リングの有用性

本閏 普穂 ･亀山 茂樹
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1988年から1993年の5年間に,術前紅葉周的な聴力

が保たれていた聴神経魔療患者22例に対 し,聴力温存の

目的で,術中嫡牛神経活動電位 (Co沈且earnemfeaction

potenも主aま以下 CNAP)をモニタuソダし有岡であっ

たので報告する.

方法 二健潤 した激暑は日本電気三栄製の誘発電位記録

装酢 TSl:_'て.(二'N:＼l)ハ記録に∴摘巨ト IIL電極をJUい

た.また,聴後脳斡反応 服 下 AB郎 屯同時にモニタ-

した.

結lE :瞳喝被膜 1了)姻隼神経｣よ.肉眼的こいと確認か困

難であった書銀ポ-ル電極を賞腔療被膜上をこ乗せ,eay

phoneから斎刺激を与えると,嫡寧神経の上では鳩車

神経ハ こlCtiorlPoll,ntiLll二机:,(｢N.:＼l'/'Ti,記録された.

(､N▲;＼f-'を記録十rそこ､軒 二LL上 .F仁追され封:1滴化 した姐牛

神経の解剖学的な走行が電気生理学的に確認できた.いっ

ぽうァABR の記録には ま,榊0から2卓000回の加算を要

し,判定に時間を要するのに比 し,CNAPは数回の刺

激で判定可能であり,判定に要する時間は短時間であっ

た. したがって,CNAPは手術操作に伴い,はば real

timeに変化 したのに対 し,ABRの反応は鈍であった.

5年間で,meurofibromatosistypeⅢ2例を含む9

例で,寛周的な聴力の温存が可能であった.聴力の温存

率は,CNAPが一回でも記録でき,蝿牛神経の走行の

確認できた22例率 8例 ぐ36%),手術中継続的に記録で

きた9例単複例 拍複%)管,手術中継続的に CNAPを

モニタリングする車で,聴力の温存率がきちに向上 した.

結論 :聴神経腰痛の手術中,CNAP をモニタ-する

率は,蝿寧神経の解剖学的な経済を電気生理学的に確認

できる点,ABR より私鋭敏に鳩車神経の機能をモニタ-

できる点で聴力温存に対 し有周であった.


